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自己紹介

1993年 大阪外国語大学トルコ語学科入学

高槻市の在日コリアンの中学生たちの学習支援

難民の高校生の学習支援

阪神大震災のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、重度身体障碍者の介護

1997年～ イスタンブール大学（院）に留学

2001年 トルコ語通訳を経て民間企業に就職

2003年 結婚、トルコより夫来日

2005年～ 現職（公益財団法人箕面市国際交流協会）

2012年～ 劇団「態変」発行の情報誌「イマージュ」編集

2018年～ 朝日新聞社「論座」（政治・国際）に時々寄稿

2019年～ 自治体国際化協会地域国際化推進ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 2



①被災前の取り組み
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1991年から2023年までの人口増加
率

全体人口 15.2％増

外国籍人口 130.8％増
※2013年から2023年で34.3％増

全人口に占める外国籍者の割合
1991年 1.05％
2013年 1.63％

2023年 2.10％
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国籍別・市内在住外国籍者人口 （2022年3月末現在）

在住外国籍者数 2,548人
（82ヵ国）
総人口 138,654人
人口比 1.84％
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「国際交流協会ネットワークおおさか」

 2003年発足。１～２か月に1度集まって情報交換＆企画をおこなう。

 2010年度：外国人府民への情報流通促進調査事業

 現在は6つ（吹田、箕面、とんだばやし、とよなか、大阪市国流、

大阪府国流）の国際交流協会と2市（池田市、和泉市）、

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰとして府と堺市、NPOタブマネが参加。

 2011年「東日本大震災」

3.11で滋賀県のＪＩＡＭ内に設置された「東日本大震災

多言語支援センター」へ中国語翻訳や相談員を派遣

毎日18時に翻訳者へ原稿を依頼～翌日9時までに返送、

ネイティブチェックにかけ、12時までに納品。

3月14日から情報提供が終わる4月28日までの45日間、

合計113報を翻訳した（中国語翻訳に携わったのは20人）

⇒もし南海トラフ地震がおこったら？との問題提起。
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「国際交流協会ネットワークおおさか」

 3.11で滋賀県のＪＩＡＭ内に設置された「東北地方太平洋沖地震
多言語支援センター」へ中国語翻訳や相談員を派遣

毎日18時に翻訳者へ原稿を依頼～翌日9時までに返送

ネイティブチェックにかけ、12時までに納品。

3月14日から情報提供が終わる4月28日までの45日間、

合計113報を翻訳した（中国語翻訳に携わったのは20人）

仙台国際交流協会の「災害時多言語支援センター」の取組を学
ぶ

仙台市の「片平地区連合町内会会長」から話を聞く

 「やさしい日本語」のワークショップ(弘前大学の佐藤先生）

島根県や仙台と連携した翻訳依頼ワーク

 4言語での災害時ブログの立ち上げ 9
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同訓練で、多言語HPも準備。他県へ翻訳を依頼
（協力：「仙台国際交流協会」と「しまね国際ｾﾝﾀｰ」）

（公財）箕面市国際交流協会 11



②被災時の対応事例
（2018年6月18日の大阪北部地震）
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2018年6月18日（月）am7：58 大阪北部地震
箕面市は震度6弱
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当日：協会HPに2言語で情報をアップ
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協会の多言語Facebookページ
「Minoh Multilingal」

「やさしい日本語」、「中国語」、「韓国・朝鮮語」、「英語」、「ポルトガル語」、
「ベトナム語」の6言語で情報提供。
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2日目：6月19日（火）スタッフ会議

多言語での情報発信チーム

（英語、中国語、韓国・朝鮮語、やさしい日本語などで

箕面市やライフライン関連の情報を収集し翻訳。

フェイスブックページ「Minoh Multilingal」にもアップ。

避難所巡回チーム

（多言語が話せる職員が同行して市内の避難所を訪問。

事前の電話によると、余震のため昨晩は多数の避難者が

あったと聞く。）

事務所の復旧作業

（午後から実施。2階の倉庫や印刷室など、まだ多くの

ものが飛散していたのを手分けして片付けた。） 16



職員が使える言語

中国語2名（ネイティヴ・中級）

韓国・朝鮮語3名（ネイティヴ・ネイティヴ級・中級）

英語5名（ネイティヴ級）

ポルトガル語（ネイティヴ）

ロシア語（ネイティヴ）

モンゴル語（ネイティヴ）

 タイ語（ネイティヴ級）

 ヒンディー語（ネイティヴ級）

 トルコ語（ネイティブ級）

スペイン語、フランス語、アラビア語、ベトナム語

職員17人中、
外国籍の
当事者が6名！
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今回の地震で使用した言語

中国語2名（ネイティヴ・中級）

韓国・朝鮮語3名（ネイティヴ・ネイティヴ級・中級）

英語5名（ネイティヴ級）

ポルトガル語（ネイティヴ）

ロシア語（ネイティヴ）

モンゴル語（ネイティヴ）

 タイ語（ネイティヴ級）

 ヒンディー語（ネイティヴ級）

 トルコ語（ネイティブ級）

ベトナム語（ネイティヴ）
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2018.6.19 ＡＭ9：30
避難所巡回（その日は市内6カ所をまわる）
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多言語情報を掲示（QRコードが役立った）
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社協の職員と巡回。
相談がたくさん寄せられる
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「通訳リーダー」づくり

中国語は4名、インドネシア語、タイ語、英語（＋ヒンディー語）、ベトナム語から1名
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いろいろなデマも流れる
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技能実習生と情報過疎
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2018年6月25日～
箕面は1週間で落ち着いたので、国流ネットワークおおさか
で茨木市への通訳応援をおこなう(中国語、英語）。
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情報（じょうほう）の伝わり方のイメージ

口コミが大事！
国
県
市
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地震に対する知見と恐怖は反比例

地震や余震についての基礎知識のなさ
「大きな地震は夜来ることが多い？」

「このひびわれは大丈夫？」

「この体育館は大丈夫？」

 聞きなれない災害用語
「断水」や「余震」、避難指示、避難勧告どうちがう？

テレビのあいまいな指示（「安全を確保してください」など）

 不安をあおる装置「防災スピーカー」や「断水を知らせる広報車」

断片的に聞き取れる言葉＝「避難してください」

⇒より一層混乱し、不安を増幅させる。
知り合いの外国人留学生や研究者が、自分の国に帰ってしまったり、

大阪を離れたりする中で、「帰るべきかどうか、わからない。」

「日本の人はなぜそんなに落ち着いていられるの？」
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文化的な背景もさまざま

 ムスリム圏の場合

男女の区別が明確

肌を見せることの抵抗感

お祈りの場、手足を洗う場の確保

ハラル対応

 東アジア圏の場合

関東大震災のときの記憶

災害のたびに拡散されるヘイト

 属性別（留学生や大学関係者、国際結婚（再婚）で来日した人、在
留資格のない人etc.)

情報入手の選択肢の多さ、自尊感情において大きな格差
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③被災後の取組
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見えてきた課題

 市との連携（災害対策本部、担当部局、避難所etc)

➾「災害時多言語支援センター」設置協定の締結

 「外国人専用の避難所をつくるべき」という声

 デマへの対応

 阪大との連携

 豊川南小地区防災委員会との連携

 災害時マニュアルの見直し ➾実施済み

 災害時ボランティアの登用の仕組みづくり ➾検討済み

 市のHP対策（外国人市民へトップページから伝わるバナー）

これから

 多言語防災アプリ（近畿通信局）のモニタリング（終了）

 災害時多言語支援センター設置協定に向けた準備（継続中）

 外国人防災アドバイザーの養成、外国人防災コミュニティづくり 31



地震対応チャート（とよなか国際交流協会の資料をもとに作成）
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外国人防災コミュニティの育成

 1年目（2019年度）：防災ｾﾐﾅｰの開催、基盤整備

 2年目（2020年度）：防災知識を身につける研修の実施

外国人コミュニティと防災アドバイザーの役割

箕面市で想定される災害とその対応

HUG(避難所運営ゲーム）

避難所見学、地区防災委員会との交流

救命救急講習、被災時の行動計画づくり

防災アドバイザー制度の確立
 3年目（2021年度） 防災研修の開催、オリジナル防災動画の作成
https://mafga.or.jp/news/bousai_videos2021/

4年目（2022年度）以降：

第2期防災アドバイザー募集

ハザードマップのリニューアル
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https://l.facebook.com/l.php?u=https://mafga.or.jp/news/bousai_videos2021/&h=AT31KHp8VuZH_laNs8ZKPwdlxv8rLLIVLUZ5Sxs4F1kFdpbXOspnsYeoAy06ZvLcxuSU96kDGLkXVzAzDOpj2nH1nqjY1vnmfONx6SLxr0b2qYxFxBTlvhrptkhmgsuHfqVBKlR2vPyNmGccm1PBKklaZfVlbIPIXyC7p32b4LBGu8JHk6wSUnZat855x708YzghashxB2Xs_camxYk_kj8RTYBwiOnJ4GxvaOxDsoHfBaAZJ5RV_ZlEYjKmPeAtI1SSl6MAbWPrAIbCrh1XEie0twGBleUHpne2L-PofBCSUw5AQU8OXsJ-JJVdgKdrBQ8I-3GITLLIrlJxmin6v68dN4BzcEHo2UxZeK0WFVDegNntS6xMj8jtL5MvGsUmzUuHBOFmI6bnbZcrjJNVxWMfz2zPYQE4kGnLQ9TlobzJIhpaYMVx0ra2yIjx3lbv84O6elZeuoStLV6gSPiTnxZmoo_N1fvN4dk_Vb4QWU9P-4jkH5dDSWeGpzcsU4L_dUpAsWZCsZ_T7CMGFYu3e3b393pvWPX-smhpHthGwV135r7Ei4o7M_Btm_hHSj2s0kTyZNvOtgfjLni9wT7VInUtCk4kgSZA6baC
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外国人市民ならではの視点を活かした事業
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防災体制づくり（連携イメージ）

36



まとめ 「災害時の外国人支援」とは・・・

普段やっていることしかできない

（これまでできなかったことが急にできる筈もない）

情報選択するため、すべての内容は伝えられない

情報発信に“明確な正解”はない

（読み手がどんな相手かによって変わる）

日本人特有の「思い込み」には要注意

（相手の状況をよく理解することが必要）

地域外の人をどう活用するか。

→「圧倒的な立ち位置の差＝非対称性がある」

との意識を前提に
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（公財）箕面市国際交流協会 岩城あすか

TEL：072-727-6912 iwaki@mafga.or.jp

ご清聴ありがとうございました。
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